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地域の願いを叶えるため「あいバス」発車！ 

ひと・まち・ことをつなぐ！ 

事業の特長  

NPO法人
地域交通まちづくり協会

コミュニティバス 
『あいバス』 
の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006年5月13日に、新大阪‐淡路コミュニティバス「あ

いバス」が運行を開始しました。この「あいバス」は、地域

住民によって組織されたNPO法人地域交通まちづくり協会

が事業主体となり、阪急バスに運行を委託しています。

NPO法人によるコミュニティバスの運行は府内でも初めて

の取り組みであり、全国的に見ても珍しい事業といわれてい

ます。 

「買い物や病院に行きやすく」「JR新大阪駅‐阪急淡路駅

間をもっと便利に」そんな地域の願いを叶えるため、地域住

民によるバスルート・バス停検討のワークショップを実施す

るなど、様々な取り組みを通して、まさに地域が走らせる地

域のためのバスとして運行が開始されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人地域交通まちづくり協会は、「あいバス」の運

行を通じて、ひと・まち・ことをつなぎあわせ、地域課題へ

の解決に取り組み、誰もが暮らしやすい魅力あるまちづくり

を行っています。 

●ひとをつなぐ！

 

わたしたちの暮らす淡路・西淡路地域は、近年少子高

齢化の進展、単独世帯の増加など人口・世帯構造が大

きく変化しています。このことにより、近所づきあい

や地域行事への参加などが減少してきており、地域コミュ

ニティのつながりが希薄化しています。また、身近な

問題（地域での日常生活上の課題など）に対して、自

分たちの力で解決する意識が薄くなってきています。

こうした状況のなか、多様なライフスタイルでも参加

しやすいまちづくりの仕組みを構築することにより、様々

なまちの課題に対する地域住民の気づきや実感を創出

するとともに、身近な地域課題の解決に向けた取り組

みを行い、これを契機として“ひと”をつなぎ、地域

コミュニティの再生を図ります。 

 

■緑の回廊プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりアンケートを実施し「現在のまちづくりで課題に

なっていることは何ですか？」という問いに、半数以上の回答

者が放置自転車・路上駐車・不法投棄車両が多いということを

課題だと感じている結果が出ました。このまちの課題を解消す

べく、地域の子どもからお年寄りまで200人以上の協力のもと、

放置自転車などが多い場所を中心に、約3000株ものパンジー

の花を植えました。このように、身近な地域課題の解決に向け

た取り組みを通じて、“ひと”をつなぎ、地域コミュニティの

再生を図っています。 

  

●まちをつなぐ！

 

淡路・西淡路地域は、ＪＲ新大阪駅と阪急淡路駅に

挟まれた位置にありますが、駅や駅周辺の買い物施設や、

駅から距離のある地域の病院や福祉施設をはじめとす

る公共施設を結ぶ便利で身近な移動手段の整備、また、

高齢者や障がい者などの交通弱者に対する移動利便の

向上が課題となっています。また、都市開発に伴う幹

線道路や鉄道整備により地域コミュニティが分断され

てきた経過もあり、地域を紡ぎ、安全かつ利便性の高

い移動手段の確保によるアメニティの高い生活空間・

環境の創出が重要となっています。こうした状況のなか、

地域に密着した新たな移動手段としてのコミュニティ

バスの運行に主体的に関与し、そのサポートを行うこ

とにより、“まち”をつなぎ、地域の活性化と福祉の

増進を図ります。 

 

■コミュニティバス運行事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者や、障がい者、小さい子ども連れの方など、交通弱

者となりうる人たちの新たな地域交通の手段としてコミュニ

ティバス「あいバス」を運行しています。バスのルート・バ

ス停は、地域住民によるワークショップによって決定されま

した。商店街や病院、駅など地域の拠点となる場所がこのあ

いバスによってつなげられています。 

  

●ことをつなぐ！

淡路・西淡路地域には、自治会（町会）を含め、教育、

福祉、人権、あるいは、まちづくりなどを目的とした

各種団体や組織が混在しており、これらの各団体・組

織の活動や人的ネットワークの有機的な結びつきや人

的交流をはじめ相互扶助の取り組みを推進することが

重要となっています。こうした状況を踏まえ、地域内

のさまざまな組織や活動の連携や結びつきの強化を行い、

まちにあふれる“こと”をつなぎ、よりよいまちづく

りの推進を図ります。 

■地域密着型タウン情報誌「淡路小路」

 

 

 

 

 

 

 

地域にあふれる情報をつなぎ発信することにより、地域の

情報を効率良く地域へと流すため地域密着型タウン情報誌「淡

路小路（あわじこみち）」を発行しています。あいバスの運

行情報などを中心に、地域で活動している組織の紹介や、ま

ちのお店情報などを掲載しています。情報誌の発行により、

まちの活性化を促進しています。（平成17年度大阪市コミュ

ニティビジネスモデル事業支援対象事業） 

 

 

 

これまでの交通事業では行政が走らせるものや、民間企業が

走らせるものなどが中心でしたが、あいバスは市民が主体となっ

て事業が進められています。さらに、大阪市や地域企業などと

の連携によって、市民だけ、行政だけ、企業だけといったスタ

イルではなく、三者連携による新しいスタイルで各々が果たす

役割を担いながら、地域の発展に取り組んでいます。 

　　　　　大人200円、小人100円、 

　　　　　1日乗車券300円（大人・小人共通） 

　

問い合わせ先 

  特定非営利活動法人地域交通まちづくり協会 

  大阪市東淀川区淡路4-19-18 

  TEL/FAX 06-6320-3304 

　あいバスホームページ 
　http://www7a.biglobe.ne.jp/~shinosaka-cb/

運 賃  

 
 

 

7時～9時、 
17時～21時の時間帯は 
①～⑨の停留所のみ停車 

まちづくり活動紹介
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